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　ＫＡＮＯ　̶カノ̶
　　　1931海の向こうの甲子園
　突然ですが、戦前、台湾の高校野球チームが日本の甲子
園球場で行われた全国中等学校優勝野球大会（現在の全
国高等学校野球選手権大会　俗称【夏の甲子園】）に出場
し、準優勝という功績を残していることをご存知でしょうか。
　先週のこの時間、台湾に触れたこともあり、台湾好きの私
の心に灯が点きましたので、引き続き台湾に関するお話をさ
せて頂きます。
　実話を基に制作された台湾映画、「ＫＡＮＯ」のご紹介です。
　冒頭で触れましたように、台湾の高校野球チームが戦前の
1931年（昭和6年）夏、甲子園大会にて堂々の準優勝という成
績を残しています。準優勝校の名は「嘉儀農林学校」略して
「嘉農：ＫＡＮＯ」。この物語は2014年に台湾映画「ＫＡＮＯ」
として制作発表されています。
　1931年、当時の台湾は日本の統治下にあったため、必然、
甲子園への出場権も与えられていました。
　遡ること3年、1929年、悠々閑 と々したチームだった嘉農野
球部は、鬼の新任監督である日本人、近藤兵太郎を迎えた
ことにより、部員たちの心に闘争心と甲子園出場という目標
が芽生えていきました。日本人、漢人、高砂族の混合チーム
だった嘉農野球部ではありましたが、近藤監督は日本人のみ
を贔屓することなく、守備に長けた日本人、打撃に長けた漢
人、韋駄天のごとく足の速い高砂族の選手たちをバランスよ
く起用し、チームを作り上げていったのです。
　日本本土での堅苦しい監督生活に疲れ、台湾に渡ってき
た近藤監督でしたが、嘉農野球部の選手たちの伸びやかな
プレー姿に触れ、自身の成長とともにチームに対する愛情も
深めていきました。
　当時、台湾代表として甲子園へ行けるチームは、台湾全島
で優勝した一校のみでした。従来は台湾在住の日本人のみ
で構成されていたチームが出場していたため、嘉農野球部の
ような三民族混合のチームとなると、周りからは見下され、
応援すらされませんでした。
　ところが、大会が始まるや嘉農野球部の快進撃は止まらず、
勢い全島優勝を果たし、甲子園への切符を手にしたのです。
台北から嘉儀市へ凱旋した選手たちは、街中の人たちから
大歓迎を受けました。
　※この時、台湾農業の父と言われている日本人技師「八田
與一」に優勝を報告し、激励を受けています。
　迎えた甲子園大会、嘉農野球部は下馬評では弱すぎて本
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ロータリーソング 【奉仕の理想】
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土の相手にはならないのではと言われていました。しかし、初
戦の対神奈川商工戦の3－0の完封勝利を皮切りに、準々決勝
の対札幌商業戦では19－7で圧勝、準決勝の対小倉工業戦も
10－2と圧勝したのです。決勝戦の相手は名門中の名門校、中
京商業。結果は残念ながら0－4の完封負けとなってしまいま
したが、嘉農野球部の最後まで諦めない奮闘ぶりに、詰めか
けた超満員の観衆から「天下の嘉農」という大合唱が球場全

体に響き渡り、嘉農野球部の奮闘を大きく称えたのでした。
　6年前、台湾の映画館にてこの映画を観て初めて知った
史実でした。世の中にはまだまだ私の知らないことや物
語があると思うと心が浮き立ってしまいます。
　今はまだ世界的なコロナ禍の真っただ中ですが、その
収束を願いながら、またいつか、近い将来に世界を旅で
きる日が来ることを心より願っています。
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ニコボックス

★髙野　太会長（1口）
先日は、吉田会員にお世話になりました。ありがとうございました。
★髙山　泰四郎会員（1口）
①11/23日「勤労感謝の日」に柞原八幡宮で孫（女の子）の「七五三」詣りをしました。健やかな成長を願っております。
②引き続き「新嘗祭」が八幡宮本宮で斎行され、奉斎会々長として参加し、五穀豊穣と国家安寧を祈願させて頂きました。
合わせて、一口致します。
★髙橋　道成会員（1口）
ロータリークラブで学ばせてもらうおかげで自己成長を感じる体験が出来ました。
感謝をさせてもらったという事で、1口させて頂きます。
★門脇　啓二会員（1口）
青年部の全国会長研修会がコロナを1人も出さずに終わりました。
★佐方　文昭会員（1口）
先日の歓迎会の御礼
★仲道　善隆会員（1口）
歓迎会を開いて頂き、ありがとうございました。皆様にあたたかく迎えて頂き、大変うれしく思います。

職業奉仕セミナー報告〈卓話の時間〉 （11月21日㈯）

菊池　武司 会員

例会の予定

■12月14日（月）

■12月21日（月）

■12月28日（月）

■令和3年1月6日（水）

■ 1 月11日（月・祝）

半期を振り返って
通常例会　トキハ会館 12：30～
休会
　　　通常例会　トキハ会館 12：30〜

　　休会

ゲスト・ビジターの紹介

ゲ ス ト：阿南　亜由美 様

幹事報告

・地区補助金管理セミナーのご案内
　2021年1月30日（土）13:00～16:00（登録開始12:30～）
　ホルトホール大分　3F 大会議室
　　出席義務者
　　会長エレクト、財団委員長、国際奉仕委員長　他 希望者

臨時理事会

コンパルホール305会議室13：30〜13：50

（髙野、吉田、髙山、河野、髙橋、門脇、清水）

　議題１　12/21 ㈪　クリスマス家族例会について
　　今期は、新型コロナ感染拡大防止のため中止とする。
　　トキハ会館にて12:30～通常例会へ変更

　議題２　新入会員について　吉良会員推薦　承認
　　シン ジェホ氏 料理店（韓国）韓国料理「コッキル」 代表

　　＜愛のポリオ募金＞

11月集計分　7,093円でした。
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